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T
R
U
（水
）
午
後
一み

か
ら
一

泊
高
等
学
校
十鳩山主
に
お
い
て
附
人
の
県
政

一

公
聴
会
が
県
相
談
室
一口氏
の
司
会
で
、知
事
、
一

線
務
部
長
、
厚
生
部
長
、
校
林
水
陀
部
長
、

青
少
年
宝
長、

婦
人
児
前
謀
長
、
設
控
訴

長
、
教
育い
代
、
警
祭
本
邸
長
、
下
新
川
郡

選
出
県
読
会
掃
員
が
出
山
し
て
開
川怖
さ
れ

ま
す
。
こ
の
附
人
り
県
政
公
叫
ん以
は
、
県
政
に

つ
い
て
州
人
は
何
を
考
え
、
何
を
叩
一ん
で

い
る
か
卒
直
江
怠
見
を
聞
き
、
県
と
川
崎
民

の
親
和
を
山仰の
、
女
性
の
声
を
県
政
に
反

映
し
て
県
民
総
意
の
民
生
行
政
の
実
を
挙

げ
る
と
と
を

μ
的
と
す
為
も
の
で
あ
り
、

特
に、

青
少
年
問
題
に
つ
い
て
、
教
育
に

関
し
て
、
農
村
経
治
の
向
上
金
め
ざ
し
て

等
を
中
心
議
題
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

女
性
作
似
が
多
教
出
府
さ
れ
ま
す
よ
う
望

ん
で
お
り
ま
す
。

婦
人
の
県
政
公
聴
会
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
／
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春
季
火
災
予
防
週
間

四

月

一

日

か

ら

四
月

七

日

ま

で

（消
防
署
）

朝日町役場内

陸

・
海

空

自

衛

官

採

用

O
交

付一二
月

一
日
か
ら
川
月
十
五
日
ま
で

O
資

格年
令
十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満

O
世間

験

三
十
六
年
凶
月
下
匂
の
予
定

O
入

隊

三
十
六
年
五
月
下
旬
か
ら

O
待

遇

初
任
給
七
、
六

O
O
円、

営
（
艦）

内
居
住
、
衣
食
支
給

編集兼発行人

貯

蓄

の
こ
と
ば
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お
金
は
忙
が
し
く
、
れ
か
ら
丘
へ
と
足

の
軽
い
・
こ
と
、
よ
く
も

「
お
あ
し
」
と
い

っ
た
も
の
、
で
も
由
以
の
一比
川
市
な
何
時
は

蝕
成
な
身
体
を
保
証
す
る
よ
う
に
、
お
金

も
附
調
に
刊
転
し
な
い
と
ぷ
い
に
は
首
が

ま
わ
ら
な
く
な
る
。

そ
れ
に
は
ご
空
の
し
」
が
入
ゥ
た
ら
一
度

は
貯
訴
と
い
う
プ
ー
ル
に

－
u一収
め
て
か

ら、

十川一効
な
伎
い
方
を
し
て
始
め
て
、

健

全
な
経
泊
生
活
が
営
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

ケ
テ
ン
ポ
と
貯
蓄
は

も

う

古

い

（つ
・）

（財
政
課
）

接

穂

の

用

意

を

ム
附
烈
等
の
接
聴
は
三
月
上
旬
が
採
取
の

適
期
で
あ
る
。・
樹
波
の
流
動
し
な
い
う
ち

に
段
取
し
て
、
し
め
っ
た
砂
箱
に
入
れ
て

穿
が
勤
か
な
い
よ
う
に
貯
蔵
す
る

と
良

い。

三
月
上
旬
に
採
取
し
た
穂
は
凹
月
中

旬
ま
で
綬
木
が
出
来
ま
す
。

ム
柿
は
一中
段
無
し
に
品
開
宮
統

一
し
大
量

出
向
特
産
地
と
す
る
た
め
に
各
刊
接
穂
を

準
備
し
て
持
木
申
込
み
下
さ
い
。

（
農
薬
セ
ン
タ
ー
）

北
陸
に
電
気
が
つ
い
て

六
十
二
年

三
月
二
十
五
日
は

「
電
気
詑
怠
日
」
で
す

今
か
ら
八
十
三
年
前
の
明
治
十

一
年
三

月
二
十
五
日
に
東
京
の
工
部
大
学
で
初
め

て
電
灯
（ア
ー
ク
灯
）
が
と
も
さ
れ
ま
し
た

後
年
こ
の
日
を

一「
電
気
記
念
日
」
と
定
め
企
図
作
地
で
お

一祝
い
の
似
し
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
T
。

北
陸
地
方
で

は
明
治
三
十
一－年

同
月

一

u、
官
山
市
に
川
め
て
市
川
が
と
も
さ
れ

ま
し
た

（
胡
け
川
で
は
明
治
川
十
三
一年
に

小
股
屯
気
が
火
原
（
泊
一川
限
り
凶
限
り
）

で
芳
司
し
ま
し
た
）

高
来
六
十
二
年九日
4
誌
に
A
r
H
、
市
山
県

は
八王
司
一川
惜
の
電
源
以
と
し
て
川
進
を
統

汁
て
お
り
ま
す
L

朝
日
町
社
会
教
育
委
員

朝
け
町
教
官円
安
員
会
で
は
笈
の
諸
氏
を

朝
日
町
社
会
教
育
委
員
派
朝
日
巧
中
央
公

民
防
厄
営
審
議
委
員
と
し
て
二
月
一
日
発

令
さ
れ
た
。

同

偵

一

小

版

満

水

島

密

主

小

島

H

片

山火

よ

灯

す

な

咽

件

虎

之

助

清

水

倫

造
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次

郎
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分

健
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朝
日
町
遺
族
会
新
役
員

決
る

し選 満
たを 了 去
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松

この試験は役場（病院等出先機関を合むの〕において事務的、 技術的業務に（／！＇： ~J；＂ずるI主への；：汀g;;n111：百を広めるために行－ うものですO

1. 試験区分と採用予定人員

般事務

験資料

木

ノヤ
’t ! 

村

、ー

木朝日町長

山市if：~.： （ 卜仁 、 ／J＇~ .~u ... :, ) 名千：1
 
1
 

1前

た Yし、次の事項の一つでも該当する者は'.J殺できません。

日本の国籍を有しない者

禁治産者および準禁治産者

禁と以上の刑に処せられ、その執行を終るまで叉はその執行・＇：.（交けることがなくなるまでの者

朝日町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から2，，，ヰJ終加しない苦

日本国憲法施行の日以後において、日本間祝日スはその下にi.i1<1/: l. t.:.. ： ＇＇~芹J ·~.； :;J：りで；：：：：＇・’！することを主張する政党、その他の
団体を結成し、又はこれに加入した者

/)! 

ご 一 回竺竺｜ その仙の安イl及び也と一

民了l~び ｜ （］）：：：「I:'IJγ ＇.1：・住する：斤

.!.J..：一j. I (2l ピ，•；；＿：：・ ·＇；：：u：；土これと 1・ iJW と ， ；.~.め られる
当日H、：＇i tiを ，＇＼•］メます。

(81 :-z：＂！ ~.設については、 ~f: ~~えにおして必
を：：：；＿：，震を回世したことを裂します。

町1.
コに

年

ll(l ~；112年 4 月日｜｜ か〆b
II（｛干1118年4月111ま＂i.:iこ生
れた布
｜！日fllllJfF-1J月己｜｜ん、リ
Ji（｛不illG~I三 4 月 l i I .t ・ .. 'iこ江．
;htこすi
lli'H118 1 1二~n己Iiかじ
lid千illVF 4 J1 1 I ！とで1こ’
れた者

年： mt
学校教育法による同i詩学校の本業利
及び11?:1和初年3月31日までの卒業見
込者
学校教育放による矧llJJ大ザ’のサヒ業；~·
及び昭和36ff-8月31日までの卒業見
込者

学校教育法による大学 （4年）のギ
業者及び昭和36年3月3113までの平
等見込者

2. 

宅’曙彊鳴尾雲ヨ.

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

3. 

午前9時から

朝日町役湯内 議

1. 教義 試検
公街民》してど、電子な ー’般 ’λJjt及び数民にういて択一式筆司式~－ミ・事務、 技術jl；過に行I. . ます。
作文試験＼ －計事務般のみJ
文章による表現力、まとめ方等について行います。
専門試験（授術恨のみ）
その職に必安な知識、 技術等について笥J己記；訟を行いますa
口述試験
主として人物について間別面接によ毛拡散を行し、ます。
身体倹杏
主主して胸部疾患の有無に宣言点令おいて検挙r＇し？寸。

身 上 調 査 ｜受験資格の有無、申込書の記紋事羽の真否その他につし、て行います。

発 表 ｜昭和田年3月下句、当朝日町役場に掲示するほか合格者に通知します。

記験↑i号！；：’1午前8昨年20）｝～ 50介受付

場話ム玄

｜附3削月23n （木）

2. 

3. 

5. 

時

i；易

法

E会

日

試

方

合格から探用までの経路

合格者はその試験区分の採用候補者名簿に記載され、こ広中から成恕i順に採用者が決定されます。名簿は、昭和36年12月31日

まで有効です．採用は名簿の有効期間中において必要に応じて決定されるので合格者全員が採用されるとは限りません。

受付申込手続

申

受

IL 印紙は当朝日町役場穂務課問て交付し封。
2. 申込用紙を郵俊で請求する 場合は、 10円切手をはったあて先明記の返信封筒を必ず同封し
てく すごさい。

. L$－~南部ヨ：要王手百五~~2－.丈l，ア羽町Tiill&I!I電有志弓市万T'.:'3.:~p~iff'5'.:i自てぞく百五七丁
~. 申込書垂I＇.送CT)場告は、 j:.J刊の去に「民間以t;1111込」と公害し、受験－；；，・：－送付のために5円切手
をIt-ii封してください。

＠受験票には申込前 6 ク月以内 1·.::: F~った本人と確認できる写瓦（上斗’身、 Jl)~ q：口、正百：向、縦 6極
1剖4• 5有•H

I u; 
（斗ι日f子？表5時、ゴ ll(i！日は午後On.日(J）ままで口11[![il村、休み， ま1：；乏の場合はfil;{r-3月16日までの消
印あるもれに阿 η；ヨィ.）；主す内
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その他

この試験の：＇Ltlllについては、当朝日lflf役場総務；；！に『！日、出せくださL、。
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は競の 戦 三 一 中に高て．の按 日開理 ス主は参恵当 催
一技な 後当時鍛母国校午競委 ス会事午 キ管朝観ま 日さ二
信がか最日半女男転、前技貝キの長前 lは日者れはれ月
の行で良は に子子（中は上長 l辞、，I・ク南町も 三珍た二
部わス のま終）、一学大 の‘クに水時ラ保 、る Cら、十
のれ ど深れ了が小般男回性小ラつ島半フ.f本朝 っO し参九
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大 回転 （一如、高校）秒

1.折谷降夫（佐川体協） 32.4 
2.τ沢政人（日東防結） 35.1 
3谷武彦 (i布保体協） 35.5 
4.岩 井田（企 上） 39.1 
5.伊藤政員lj（大家庄体協） 39.1 
6.越間松三（南保体協） 40.0 
（中学 男）

1.山木克 己（小 JII中学） 34.1 
2.米氏誠二 （令 ’上）35. 7 
3.谷口陀雄（引 上） 37.3 
4. 小坂 盟治 （~；~ _I.:) 39.0 
5.岩井文雄引い 上） 42. 6 
B. 米丘三明 c~~ _u 42.s 
回 転 （ー附、両校）

l.下 沢政 人（目班＊.IiM) ~7 . 3 
2.岩井出（ffj保 休協） ~7 . 8 
3.村上 限（ LIni紡制）50.9 
4.折谷降夫（－[fl；川 体協） 50.9 
5.加 藤智（宮崎休協） 53.3 
6更 田繁段（間保体協） 53.9 
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平て両端

社
会
体
育
指
導
員
の
活

と
活
用
を
願
い
た
い

一

地
域
社
会
や
職
場
に
お
い
て
一

般
社
会

一
人
の
体
育
、
レ
ク
リ
エ

l
v
ヨ
ン
活
動
が

一
感
ん
に
な
る
こ
と
は
生
活
を
舵
全
に
豊
か

干
に
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大

・
切
な
こ
と
で
あ
る
。
女
部
省
や
県
が
各
市

一
町
村
に
社
会
体
育
持
導
買
を
設
置
し
て
い

ηi

n

u

n

d

a
4
hx
u
n
d
－
A
n
L
R
d

句

i
n
uυ内
司

唱

i
n
d
n
b

巾

f
η
t
n
u
一

q
d
o
o
’3
R
1
n
u
n
J

一
q
l
Eu
n
u
E
u
n
u
け
は

2
4

5

f

q
u
t
4
5
5
一

1
1
2
2
3
3

肌
即
日
以

一

札
川
村
山
小
川
川

い

川

村

N
U
W
U

紡

一

小

川

一

崎

時

保

沼

東

一

川

川

一決

引
伯
仲
一的

一
粉
川
山
山
U

巾
川
山
内
門

－h
知
川山
山山

ω明
日
恰

子
子
子
一
九
千
附
治
閉
山
雌
’ニ
己
一
枚

行
年
王
明
嗣

一

京
北
山
一
句

照

時

文

制

克
一
学
克
正

博

幸

兼

は
西
山
町
一
仲
間
坂
淵
井
正
本

一
川
一
野
川
島
田

本

高
大
米
一

吉

小

江

岩
米

山

一

水
赤
水
更
館
山

1
i
o
d
n
d

噌

i
n
d
nd
a
q
E
d
n
O

噌

i
n
L
q
U
刈
弘

－o
n
o

る
意
味
も
こ
与
に
あ
る
わ
け
で
、
わ
が
朝

日
町
に
お
い
て
も
昭
和
三
十
五
年
以
来
校

下
毎
あ
る
い
は
悶
体
代
表
と
し
て
任
命
し

て
い
る
。

公
民
館
活
動
に
、
体
育
行
頃
に
そ
の
計

画
や
運
営
の
面
に
、
技
術
指
導
の
面
に
大

い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
と

共
に
指
導
員
諸
君
の
活
様
な
る
は
た
ら
ぎ

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

，
指
導
員
氏
名
次
の
通
り

境

校

下

｜
｜
水

島

順

作

宮

崎

校

下
ー
ー
ー
扇
谷

光

夫

笹

川

校

下

｜

｜

折

谷

隆

夫

泊

一

区
｜
｜
草

野

三

郎

泊

二

区

｜

｜

寺

崎

三

郎

泊

三

区

1
｜
越
－
K
希

彦

五

箇

圧

校

下

｜

｜

上

回

安

吉

南

保

校

下

｜

｜

大

森

党

一

大

家

庄

校

下

｜

｜

高

田

昭

一

山

崎

校

下
｜
｜
長

津

潟

足

体

協

代

表

｜

｜

水

島

苦

宝

ボ
l
イ
ス
カ
ク
ト
｜
｜
村

口

窓

一

一

連

合

青

年

間

｜

｜

前

田

周

一

鮒

人

代

表

｜
｜
佐

藤

妙

子

ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
わ
た
る

谷

邦

男

君

南
保
蛾
区
谷
町
内
の
谷
邦
男
君
（
一令。
才
）

は
泊
高
絞
卒
業
後
栴
外
進
出
の
意
討
に
も

え、

先
絞
来
全
国
五

O
b引
の
新
人
主
共
に

高
外
農
業
移
民
巾
央
訓
税
同
で
訓
練
を
受

け
て
い
た
が
、
三
月
末
神
戸
出
帆
の
y
ル

ゼ
ン
チ
ナ
丸
で
渡
伯
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
谷
君
は
同
町
内
会
長
谷
繁
松
氏
の
四

男
で
プ
ラ
タ
ル
サ
シ
パ
ク
ロ
の
コ
チ
ア
産

一
業
組
合
の
も
と
で
四
年
間
働
き
、
そ
の
後

独
立
営
農
の
予
定
で
あ
る
。

次
に
谷
君
の
煽
っ
た
渡
伯
の
心
意
気
を
か

ば
冷

与
．
け
そ
の
健
斗
を
祈
ろ
う
。

狭
い
日
本
の
国
土
は
大
戦
佐
賀

r．扶
く

な
り
四
つ
の
島
に
は
人
聞
が
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
る
。

そ
の
結
烈
火
業
宥
込
山
る
と
い

う
日
本
の
現
状
を
汚
え
る
時
私
は
朱
附
の

国
緑
の
閑
眠
れ
る
｛
主
防
と
レ
わ
れ
る
ブ
ラ

ジ
ル
の
荒
野
裕
林
合
開
拓
し
り
時
の
柴
闘
を

つ
く
り
そ
こ
へ
一
本
の
泊
を
崩
す
こ
と
に

大
き
な
意
識
を
感
ず
あ
。
プ
ラ
ジ
ル
は
若

い
閣
で
あ
り
可
能
の
問
で
あ
り
未
来
の
国

で
あ
る
。
黙
し
た
ど
村
い
い
子
を
し
て
い
た
の

で
は
い
か
な
る
可
能
性
も
実
は
も
と
よ
り

花
も
咲
か
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

明
治
時
代
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル

r移
住
し
止
日

本
人
は
三
円
三
杓
を
令
せ
四
五
万
人
に
達

し
ボ

ル
ト
ガ
ρ
、
イ
タ
リ
ヤ
、
ド
イ
ツ
、

ス
ペ
イ
ジ
に
比
べ
て
数
に
お
い
て
は
少
レ

が
、
そ
の
穂
綿
は
附
記
一
日
間
v
h
y
川
し
て
立

派
に
ブ
ラ
ジ
ル
間
鹿
で
に
白
紙
し
て
回
り
・

特
に
山
崎
裁
の
而
に
於
け
あ
日
大
人
の
炉
縦

は
他
の
追
附
ル
許
さ
ぬ
も
の
が
あ
る
。

先
年
ブ
ラ
ジ

ル
で
は
U
木
彬
民
－
h
O年

祭
が
盛
穴
に
行
わ
れ
ト
ヘ
統
街
よ
り
次
の
よ

う
な
祝
日
叶
が
お
〈
ら
れ
大
。

労
働
小
京
、純
白
y

執
滞
力
が
花
ブ
ラ
ジ
ル

a－4
人
的
戸
住
の
決
定
的
野
菜
Lι

な
っ

た

主

υ年
肢
に
白
木
人
の
詑
伯
が
拾
っ
て
か

ら
ブ
ラ
ジ
ル
は
日
本
人
の
知
性
止
決
断
力
一

に
根
M
A
L－
－

ν
十
毘
敢
な
イ
ニ

νア
チ
プ
ヨ
r
－
勤

勉
人
’屈
の
開
拓
精
神

r驚
き
の
限
を
見
は

っ
た
＠

白
木
移
民
渡
伯
五

O
年
の
結
論
は

ブ
ラ
ジ
ル
に
プ
ラ
ス
・
を
も
た
ら
す
こ
と
を

立
証
し
た
。
日
ゑ
人
は
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
で

縛
業
工
業
の
増
産
に
録
済
的
説
盤
を
寝
き

あ
げ
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
市
金
増
し
た
。
そ
し

て
そ
の
民
敢
な
彼
等
の
胤
は
こ
の
新
し
い

闘
の
文
律
利
掌
そ
の
仙
れ
方
而
に
多
・数
の

炉
問
介
一
寸
孫
か
残
し
て
ブ

ラ
ジ
ル
の
久
討

を
一
例
川
町
め
つ
与
あ
る
：
：
：
以
下
附
」

こ
の
様

K
ルザ
躍
の
摂
か
れ
た
郎
レ
タ
鉱
山

を
け
が
す
こ
と
た
く
前
迭
に
杭
た
わ
ろ
あ

ら
ゆ
る
肉
離
を
克
服
し
在
ブ
ラ
ジ
ル
日
本

人
に
続
く
誇
り
を
も
ち
開
拓
精
神
で
が
ん

ば
り
た
い
。
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A

川
・引－
t
い
事
司
法
一
可
か
む
ら
に
な
っ
た
り

一

卒

業

期

を

楽

し

く

担

金

等

を

よ

く

確

め

て

お

金
を
渡
し
ま
し
一
ち
問
題
を
掲
げ
て
解
説
し
て
み
た
い
と
思

計
れ
川
先
生
以
同
と
な
る
。

一
度
歩
当
り

一

ょ

う

。

一
い
ま
す
。
先
ず
こ
の
運
動
の
目
的
は
、
少

u
lロ
州
ぐ
ら
レ
俗
的
す
あ
υ

使
用
ピ
ニ

1
一

雪
ど
け
の
三
月
を
辿
え
、
昭
和
三
十
六

一
。
外
出
さ
せ
る
と
き
は
そ
の
行
先
用
件
帰
一
年
の
育
成
に
、
最
も
大
切
な
年
頃
で
あ
る

企
畑
苗
刊
の
作
り
方

（

一

）

ル

吋

白

μ
ヘ
巾
山
も
仰
と
す
る
，

一
年
度
の
卒
業
期
も
恋
々
真
近
に
せ
ま
っ
て

一
宅
時
間
等
よ
く
踏
め
ま
し
ょ
う
。

一
小
学
伎
の
上
級
か
ら
中
学
校
、
高
等
学
校

畑
山
川
は
先
制
力
が
強
く
粁
に
れ
柄
下
に
於
一
一J

肥
料
の
や
ハ

五

一

参
り
ま
し
た
。
楽
し
か
っ

た
こ
と
、
苦
し
一
家
庭
で
は
心
識
し
の
卒
奨
祝
に
と
ど
め
一
に
在
学
す
る
年
輩
の
青
少
年
達
乞
、
正
し

付
る
旧
制
拾
の
一
別
清
j
h
早
く
初
期
比
向
な
一
ア
ル
カ
リ
性
の
肥
料
は
絶
れ
に
使
用
し
な
一
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
辛
か
っ
た
こ
と
、
い

一学
校
以
外
で
の
謝
恩
会
、
送
別
会
な
ど
行
一
く
導
き
、
よ
き
品
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
、

盛
ん
に
す
る
非
市
に
良
レ
特
け
か
・一
川
っ
て
一

い
事
。
険
性
内
航
去
、
過
七
、
航
加
を
問
一
ろ
い
ろ
胸
に
租
め
て
争
窓
女
巣
立
っ
て
社

一
な
わ
せ
な
レ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
強
削
な
身
体
に
鍛
練
し
、
橋
々
の
技
能
を

い
る
。
畑
山
は
H
十
制
裁
暗
に
た
い
へ
ん
泊
一
レ
る
ω

川
肌
批
は
パ
ト
の
wu
に
よ
っ
て
義

一会
に
ま
た
進
学
に
そ
し
て
こ
れ
ι
叱
送
る
も
一

一
れ
菜
者
で
は
：
・
・Ei
－－：

一
習
得
さ
ぜ
、
社
会
に
対
す
る
奉
仕
の
念
を

し
健
川
の
少
止
り
が
多
く
鰍
実
多
伐
の
主
一迎
は
あ
る
が
．
門
司
と
し
て
伴
内J
り
航
宏

一
の
み
な
ひ
と
し
お
新
た
な
一
応
撤
を
い
だ
い

て
＠
悩
印
刷
一
飲
食
山
た
ば
こ
院
で
は
ぷ
成
年
者
一
拍
か
し
め
る
人
間
H
立
派
な
社
会
人
に
育

悶
と
な
り
ま
す
の
で
畑
山
の
作
n
Jの
法
一
一
五
「）公
泊
し
一
九
心
匁
附
加山ハ

O
匁
位

一
て
拶
と
希
望
を
も
っ
て
わ
が
道
合
あ
ゅ
ん

一
が
の
ん
だ
り
す
っ
た
り
す
る
と
思
わ
れ
る
一
て
上
げ
る
こ
と
が
、
ポ
l
イ
ス
カ
ク
ト
の

本
に
つ
い
て
附
し
上
げ
空
す
3

一
は
必
要
で
休
止
が
ぞ
せ
て
レ
る
場
合
は
や
一
で
行
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
υ

一
た
ば
こ
や
柑
守
一売
ら
な
レ
よ
う
に
し
て
下
一
運
動
で
あ
り
ま
す
、
し
か
も
こ
の
教
育
は

て

床

士

一
L
多
け
に
し
、
黙
が
ク
土
民
は
過
石
を
信

一

し
か
し
こ
の
よ
う
な
希
望
多
い
手
業
期
一
さ
い
、
ま
に
質
屋
古
物
商
屑
鉄
屋
で
は
末
一
押
し
つ
け
る
悶
体
教
育
で
は
な
く
、
あ
く

先
ず
良
い
．比
土
を
栴
備
す
る
引
が
旅
対
条
一
時
ぐ
ら
い
的
・一二
体
配
点
怯
は
七
0
1
八
一
に
何
年
一
部
の
心
な
い
学
生
た
ち
が
思
の

一
成
年
者
か
一い
リ
品
物
を
買
ト
受
け
た
り
預
っ

一
ま
で
、
個
性
を
伸
ば
さ
せ
る
個
性
教
育
で

件
で
あ
る
。
良
レ
山
土
で
な
い
と
似
の
良
一
O
弱
J
Y
昨
1
・
ω
川
ド
ん
ト
魁
え
泌
ぜ
、
は
を
一
道
へ
走
ゐ
例
も
少
く
な
い
の
で
す
。
こ
れ

一
た
り
す
る
と
き
は
、
身
許
は
も
ち
ろ
ん
、

一
あ
り
へ
こ
こ
が
昔
の
団
体
訓
練
を
主
眼
と

く
発
達
し
た
ホ
当
に
立
派
な
削
刊
を
作
る
一
件
り
衣
問
え
肉
、
り
わ

一
心
j
三
O
%を
比
一

を
人
普
欝
察
署
で
昨
年
三
月
の
本
奨
期
に

一
品
物
の
出
所
を
よ
く
確
め
て
か
ら
受
け
取
一
し
た
少
年
間
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
す
〉
少

事
が
出
来
な
い
。
良
い
比
土
と
は

一
而
一
寸
位
に
入
れ
れ
J
つ
に
す
る
。

↑

補
導
を
長
け
た
数
奇
調
べ
て
見
ゐ
と

一
っ

て

下

さ

い

。

一

年

達

は

野

外

の

大

自

然

の

環

境

の

中

で

、

＠
保
水
力
の
高
い
事

一
尚
、
ケ
デ
防
除
に
は
会
一
層
一
同
…
此
の
際
ア
ル
一
高
陸
生
の
場
｝円

飲
酒
一
二
人

一

風
料
営
菜
者
、
深
夜
の
喫
茶
店
、
飲
食
一
綿
密
に
仕
組
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り

水
持
ち
の
悪
い
休
土
℃
あ
れ
ば
す
ぐ
位
燥
一
ド
リ

ン
粉
削
ヤ
川
当
り
問
。
欠
を
ι仲
間

二

唄

州

一

人

不

健

全

娯

楽

二

人

一川
で
は
十
八
J
未
満
と
思
わ
れ
る
も
の
を
一
ま
た
愉
快
な
グ
1
ム
を
通
じ
て
、
楽
し
み

す
る
の
で
何
日
慌
水
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
一

寸
は
に
泌
〈
せ
し
む
る
帯
。

一

中

学

生

の

場

ム
ロ
不
悩
全
娯
出

μ人

一
一出
入
り
さ
せ
ぬ
よ
う
に
し
て
下
さ
い
こ
れ
一な
が
ら
習
得
し
て
行
く
の
で
あ
り
ま
す
。

く
な
り
こ
の
た
め
川
恨
の
伸
び
ゃ
知
り
が
昭
一
刷
、
に
ま
全
日以

び

そ

の

供

似

一

小

学

生
山
場
合
不
健
全
民
栄
一
一
人

一
等
の
点
を
ご
型
解
の
上
と
も
に
健
全
な
生
二
日
に
云
う
な
ら
本
運
動
は
優
れ
た
公
民

く
な
り
む
ル
ル
に
か
か
り
ゃ
す
く
な
る
。
一
体
耐
の
料
地
れ
で
き
る
ど
け
て
い
ね
い
に

一
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
間
と
削
肢
を
も
っ
て
レ
つ
ま
で
も
、
心
の

↑教
育
で
あ
り
、
社
会
教
育
で
あ
り
ま
す
。

＠
ぼ
う
軟
な
土
で
あ
る
事

一
む
り
の
な
い
よ
・
コ
に
出
い
ら
に
し
版
な
ど
で一

こ
の
時
期
を
栄
し
く
す
ご
す
に
は
つ
ぎ

一片
す
み
に
成
る
川
る
い
恩
い
出
多
い
卒
業
一
こ
の
教
育
の
脊
骨
は
、
「
ち
か
い
」
と
「
お

温
度
、
水
分
・
肥
料
の
分
布
合
斗

一
に
し
一
均
一
に
村
山
れ
す
る
。

山
山
に
む
ム
が
あ
る

一
の
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

一
・
古
学
生
生
徒
た
ち
に
送
り
せ
る
た
め
、
家
一き
て
」
で
あ
り
ま
す
。
ス
カ
ク
ト
は
、
こ

発
芥
の
整
一
出
揃
い
を
良
く
し
、

介

か

一
川
、
川
一
刻
M
M
1
M
M川
付
…
州
恥
村
仰
い
一
家
庭
で
は

・
・

一
庭
や
一
船
社
会
の
方
々
も
、
あ
た
た
か
く
一
の
ち
か
い
お
き
て
を
毎
日
の
一
行
動
の
物
指

の
発
生
を
防
ぎ
、
雑
草
を
少
く
し
、
川
を
一
川
和
引
い
わ
川
よ
う
に
す
る
た
め
普
通
恥
一
ゆ
ザ
校
で
の
行
場
、品
一
三
く
の
み
こ
み

一
見

γ
っ
て
行
く
よ
う
心
が
け
た
レ
も
の
で
十
し
と
し
て
、
こ
れ
を

γ
っ
て
ヲ
行
す
る

取
り
や
す
く
す
る
に
は
約
機
質
に
宮
ん
ど
一
当
り
三

t
阿
叶
二
点
在
床
一
出
に
薄
レ
コ
モ

一語
低
会
、
送
別
会

－L
f
u川
、
な
ど
の
れ
一
す
。

£

祭

岩

）

一
よ
け
心
掛
川
ぺ
い
る
の
で
あ
り
ま
す
ω

正

一

一

B1
i
i
tt｛
｛

t、o
l－－
！
？
も
1
1｛
a
i’
iHt
i
t
－
釘
は
、
梨
し
う
ち
に
打
て
と
か
申
し
ま

．
う
な
’な
十
三
乍
る
事

一
を
敷
い
て
そ
の
上
か－
h

泌
水
す
る
。
（
水

一
』
E
I
S
E－
－
B
E
Et
HE
E
1

T

一

小

L
F
U
L
2
2
toEは
土
問
、
自
主
、
天
候
等
に
よ
り
二

E
詣

E
卜
＃
交

hZ司
誌

と

一
点
げ
ら
れ
、

f

Zは
勿
論
の
こ
一
す
。
人
間
も
成
人
し
て
か
ら
で
は
、
長

5
2刊誌は計一明白
V444
3
3
きの
い作ド
ド
l
」
一日
目
立
与
純
一
目
立
担
当
日
記

山
上
の
よ
う
な
良
い
床
土
を
作
る
に
は
峨
一設

よ

れ

お

け

制

刊

誌

一一一

一

一
一
万
五
午
後
、
円
業
小
燃
え
に
く
か

一
か

何

日

は

い

｜

｜

一

誌

は

可

作

品

で
は
な
か
ろ
う
か
と
思

土
又
は
川
氏
く
風
化
し
た
畑
土
に
悩
山知
山明
日
一
た
何
度
の
籾
が
良
い
o

M
川
台
方
は
パ
ラ
帰
一
っ
た
ス
ト
ー
ブ
の
燃
一
悦
を
容
易
な
ら
し
め

－
一一

ス

カ

内

ト

便

り

＝

一

L
付。寸
J

イ
ス
カ
ウ
ト
に
入
団
し
た
い
方
々

向
。
！
日
賢
一
く
混
ぜ
て
ふ
っ
く

ιた川
一
ι川
ま
よ
川
る
が
第
一
き
日
り
場
合
条
間

一
パ
う
と
山
川
口
合
間
レ
た
と
こ
，
っ
、
岩
内
の

一
一了

l
イ
ス
カ
ワ
ト
述
勤
は

一一

一
の
わ
か
に
以
ヒ
述
べ
て
参
り
ま
し
た
。

に
す
る
。
畑
附
代
の
失
敗
は
す
れ
マ
休

一一
一

f
て
い
ー

た

ア
f

ず
る

一
f
め
灰
州
を
以
い
込
ん
だ
こ
と
が
限
内
と

一
一一
点
川
ーな
背
少
年
を
作
る
た
め
の

一一

一
次
号
で
ま
心
配
さ
れ
る
、
色
々
な
間一地

か
ら
起
っ
て
い
る
の
で
十
分
割
自
尽
す
る
u

一
五
、
開

l

一な
り
せ
き
が
出
て
と
ま
ら
ず
、
降
ツ
り
折

一
一一

公

民

教

肖

で
あ
る

＝
一
に
つ
い
て
い
山
レ
ら
せ
致
し
ま
す
。

＠
前
代
用
地
全
体
を
山
土
に
す
る
場
合
一
樹
ト
は
二
i
一に
分
山
刊
さ
に
灼

一
に
か
け
一
と
て
峨
貝
の
タ
ン
カ
と
叫
川
県
の
リ
レ
｜
一
＝

＝

一

ス
カ
ク
ト
入
問
作
川
に
つ
い
て

秋
に
坪
当
り品

t
回
、
の
地
肥
と
下
問
一
刊
一
般
で
村
山
川
川
す
る
が
内
々
に
大
．
り
を
附
い
て

一
に
よ
り
川
的
内
に
入
院
さ
れ
た
が
終
始
せ一

ボ
ー
イ
ス
カ
ク
ト
と
は
、
恥
何
な
る
団

一
－
、
山
錠
慣
と
し
て
（

一
、
伺
O
O内
位
J

を
作
土
主
混
令
叫
立
し
風
化
せ
し
め
る
主
一
こ
れ
が
見
え
な
く
な
る
位
向
ー
す
れ
ば
よ
一
き
が
統
出
、
問
中
は
午
川
内
時
五
分
逝トぃ
、
さ
れ

一
体
な
の
か
、
何
を
目
的
と
し
て
レ
る
の
か

二

、
団
首
と
し
て
（
月
↑一一O
円
一

良
い
。

↑ぃ
。
ね・
1
一
後
伴
内
わ
れ
汁
位
山
水
を
ジ
ヲ

一た
。
い
り十
年
凶
十
二
才

て
と
い
う
こ
と
を
、
時
々
斗
に
し
ま
す
。
こ

二

、
民
の
仙
同
よ
り
貸
勺
及
川
州
叫
し
ま
す

二

、

山

の

作

り

方

一

内

／

ロ

で

出

・

ぶ

し

柿

刊
が
現
わ
れ
た
所
は
回

一

女
史
は
新
出
県
日
日
夜
間
女
子
川
純
ザ
較
を

一
れ
は
、
こ
の
辺
勤
が
、
よ
だ
に
、
問
間
二
ボ
l
イ
ス
カ
ク
ト
下
新
川
事

一
日

朝

種
掃
き
の

4
1呂
目
前
に
耕
起
し
て
十
分
一
に
土
を
か
け
る
、
そ
の
上
に
古
レ
ピ
ニ
！

一卒
業
、
青
山
門
、
小
滝
小
川
J

校
を
経
て
附
和
一
射
に
認
哨附さ
れ
て
い
な
い
一
位
拠
で
あ
り
、
一
日
町
）
で
は
三
月
十
日
よ
り
k
u
ま
で
、

砕
土
す
る
。

一
作
か
市
川
床
紙
を
お

、
、
リ
て
お
く
と
制
度
一十
七
年
境
小
学
校
に
転
倒
以
米
軒
川
、
山

一
ま
た
－
郎
の
人
達
に
は
、

ぷ
解
さ
え
与
え
一間
貝
必
集
を
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
教
育

床
巾
∞
尺
溝
巾
］尺
床
の
高
さ

M
t叩小
川い
の
平
一
本
高
く
な
り
水
分
山り
や，
一
化
本
な
〈
発
事
が

一ケ
圧
小
叫
十
校
と
職
に
在
る
こ
と
二
十
二
年

↑
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
ボ
l
一
委
員
会
事
務
局
又
は
佐
官
叫
の
日
指
導
者
に

床
を
作
る
。
山
の
中
へ
絶
対
に
足
を
踏
み

一揃
う
ゆ

問
、
情
熱
と
い
い
会
を
も
っ
て
教
育
に
生
れ
一
イ
ス
カ
ワ
ト
運
動
の
目
的
と
誤
解
さ
れ
肱
↑
お
問
合
せ
下
さ
い
。


